
当
然
で
あ
る
が
、
自
然
に
実
現
し
た
発

展
で
は
な
い
。
二
五
年
前
に
隣
接
す
る
無

人
の
離
島
で
野
崎
島
自
然
学
塗
村
を
開
催

し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
漁
業
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
、
郷
土
料
理
教
室
、
網
元
の
住
居

を
旅
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
再
生
す
る
事
業

な
ど
を
次
々
に
展
開
し
、

二
0
0
七
年
に

は
「
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会
」
を
設
立
し
て
観
光
事
業
を
集
約
し
た
。

そ
の
成
果
に
よ
り
、
過
去
五
年
で
蜆
光
客

数
も
宿
泊
客
数
も
約
二
五
％
増
加
し
、
こ

れ
が
雇
用
に
波
及
し
て
移
住
人
口
の
増
加

に
直
結
し
た
。

筆
者
も
小
値
賀
町
を
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
移
住
し
て
き
た
人
々
の
発
想
と

地
域
の
人
々
の
意
欲
が
融
合
し
、
地
域
全

体
に
活
気
が
充
満
し
て
い
る
印
象
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
何
人
も
の
子
供
が
短
期
滞
在

し
て
い
る
民
家
を
訪
問
し
た
と
き
、
小
値

賀
町
の
政
策
の
意
義
を
実
感
し
た
。
高
齢

で
引
退
し
た
漁
師
の

一
家
が
世
話
を
し
て

い
る
が
、
子
供
た
ち
は
家
族
の

一
員
の
よ

う
に
生
活
し
、
老
人
た
ち
も
自
分
の
孫
子

の
よ
う
に
対
応
し
、
六
五
歳
以
上
人
口
が

四
割
に
な
る
高
齢
社
会
の
め
ざ
す
方
向
を

示
唆
し
て
い
た
。

人
口
を
流
入
超
過
に
し
た
離
島

分
以
下
に
減
少
す
る
市
区
町
村
が
全
自
治

体
の
半
分
に
到
達
す
る
と
い
う
報
告
は
全

国
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
均
等
に
減
少
す
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
、
一
部
に
は
逆
境
の
な
か
で
発

展
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
五
島
列

お

ぢ

か

ち

ょ

う

島
に
小
値
賀
町
と
い
う
漁
村
が
存
在
す

る
。
佐
世
保
港
か
ら
高
速
の
客
船
で
も

一

時
間
二

0
分
か
か
る
離
島
で
あ
る
。
か
つ

て
は
漁
業
で
繁
栄
し
、
戦
後
は
約

一
万

一

自
助
の
精
神
で
躍
進
す
る
離
島

あ

ま

さ

か

い

み

な

と

島
根
県
海
士
町
は
境
港
か
ら
沖
合
六
〇

お

き

ど

う

ぜ

ん

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
隠
岐
群
島
の
島
前

の
離
島
に
位
置
す
る
。
こ
こ
も
五
0
年
前

に
は
約
六
0
0
0
人
の
島
民
が
生
活
し
て

い
た
が
、
現
在
で
は
約
二
三
0
0
人
に
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
当
然
、
転
入
よ
り
転

出
の
人
数
が
多
数
で
あ
り
、

一
九
九
五
年

以
後
の
一
0
年
間
の
累
計
は

一
四
七
名
の

転
出
超
過
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
0
0

五
年
に
転
入
が
三

0
名
超
過
‘

-
0
年
に

二

0
名
超
過
‘

―二
年
に

一
七
名
超
過
と

な
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

こ
れ
も
偶
然
で
は
な
く
、
様
々
な
努
力

の
成
果
で
あ
る
。
一

九
九
八
年
に
開
始
し

た
の
が
「
商
品
開
発
研
修
生
」
で
、
月
給

一
五
万
円
を
支
払
っ
て
雇
用
し
た
外
部
の

人
間
が
水
産
資
源
を
新
規
の
商
品
に
仕
立

て
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
海
士
乃
塩
」

「
島
じ
ゃ
常
識
さ
ざ
え
カ
レ
ー
」
な
ど
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
誕
生
さ
せ
た
。
外
部
か
ら

の
移
住
だ
け
で
は
な
く
、
島
内
で
も
人
口

を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
第
三
子
の
誕
生
に

は
五
0
万
円
、
第
四
子
に
は

一
0
0
万
円

を
支
援
す
る
制
度
も
創
設
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
以
外
に
も
、
人
口
も
経

済
も
減
少
し
て
い
く
時
代
に
発
展
し
て
い

る
地
域
は
数
多
く
存
在
し
、
地
域
の
み
な

ら
ず
企
業
も
参
考
に
す
べ
き
教
訓
は
い
く

つ
も
発
見
で
き
る
。
第

一
は
外
部
の
視
点

の
活
用
で
あ
る
。
見
慣
れ
た
自
然
、
馴
染

み
の
食
材
な
ど
は
地
域
の
人
々
に
は
価
値

の
実
感
が
な
く
て
も
、
外
部
の
人
間
に
は

宝
物
に
な
る
。
第
二
は
自
助
の
精
神
で
あ

る
。
国
家
の
政
策
に
依
存
す
る
助
成
を
め

ざ
す
安
易
な
精
神
で
は
な
く
、
自
分
で
未

来
を
開
拓
す
る
精
神
が
重
要
で
あ
る
。

外
部
の
視
点
と
開
拓
の
精
神

肥
満
人
間
の
体
重
が
減
少
す
る
、
放
漫

経
営
の
経
費
が
縮
小
す
る
、
倉
庫
の
商
品

在
庫
が
減
少
す
る
な
ど
、
減
少
や
縮
小
が

歓
迎
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
に
は

ゅ
う
う
つ

不
安
や
憂
鬱
の
原
因
で
あ
る
。
そ
の
顕
著

な
事
例
が
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
口

の
減
少
で
あ
る
。
今
世
紀
末
に
は
日
本
全

体
の
人
口
が
半
減
す
る
と
い
う
予
測
も
深

刻
で
あ
る
が
、
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し

た、

二
五
年
後
に
若
年
女
性
の
人
口
が
半

0
0
0
人
が
生
活
し
て
い
た
が
、
現
在
で

は
四
分
の
一
近
く
に
減
少
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
最
近
、
外
部
か
ら
移
住
し
て
く
る

人
数
が
増
加
し
、
こ
こ

―
0
年
間
の
累
積

で
一
五
三
人
に
も
な
っ
て
い
る
。
人
口
の

五
％
に
相
当
す
る
。

全
国
規
模
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
役

場
職
員
が
自
身
の
意
欲
を
表
明
す
る
た

め
、
給
与
の
二
割
以
上
を
自
主
返
上
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
間
の

給
与
水
準
を
比
較
す
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
が
全
国
最
低
に
な
っ
た
が
、
素
晴
ら
し

い
反
響
も
発
生
し
た
。
職
員
の
意
気
に
呼

応
し
て
、
町
民
か
ら
様
々
な
補
助
を
返
上

す
る
と
い
う
申
出
が
続
出
し
た
の
で
あ

る
。
全
国
ど
こ
で
も
補
助
金
争
奪
戦
が
展

開
さ
れ
て
い
る
現
代
日
本
へ
の
痛
烈
な
批

判
と
も
い
え
る
快
挙
で
あ
る
。

縮
小
時
代
の
到
来
の
現
実

先を読む=a-

開
拓
の
精
神
が

逆
境
か
ら
の
脱
出
を
可
能
に
す
る

東
京
大
学
名
誉
教
授

つ

き

お

よ

し

お

月
尾
嘉
男．
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